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正誤表 

本書内に誤記がありました．お詫びして訂正いたします． 

p. 84-89「破裂の手術」 

ページ 誤 正 

p. 84 右段 

上から2行目 

「本邦の手術死亡率は待機手術では 3.2％から 1.9％へ改善し

ており，破裂手術でも20％から15％まで低下している（図1B）．

以上より，腹部大動脈瘤破裂により手術を受けずに死亡してい

る症例が増加していると考えられる．」 

「本邦の手術死亡率は待機手術では 0.26％から 0.46％と非

常に良好であり，破裂手術でも 20％から 15％まで低下して

いる（図 1B）．」 

p. 85 

  


